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　　戦略 1

　若い世代定住

　プロジェクト

　　戦略 2

　みどり活用

　プロジェクト

　　戦略 3

　拠点創造

　プロジェクト

　1-1 ゆとりある暮らしを支えるまちづくり

　1-2 働く場を生み出すまちづくり

　1-3 子育てしたくなるまちづくり
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　3-1 都市拠点がにぎわうまちづくり

　3-2 地域拠点がにぎわうまちづくり
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将来像 まちづくりの重点戦略 戦略の柱 まちづくりの進め方

　1　情報・共有

　2　持続可能な

　　 行財政運営

　3　参加・協働

第 5次総合計画の体系図

■プロジェクトの狙い■
　白井市は、千葉ニュータウンの開発
により短期間に人口が急増したため、
今後、急速に高齢化が進みます。持続
可能な魅力あるまちづくりを進めてい
くためには、市民の年齢構成のバラン
スが大切です。出産や子育てへの支援
の充実、市内で働ける場づくり、若い
世代が住みたくなる住宅や暮らしやす
い環境を整えることで、白井市に魅力
を感じる若い世代を増やして定住を促
進し、世代間バランスのとれた活力あるまちづくりを目指します。

1　ゆとりある暮らしを支えるまちづくり
　（1）若い世代が魅力を感じるゆとりある住環境整備の促進
　（2）子ども連れで外出しやすい道路や公園・広場などの機能整備
　（3）みどりや文化資源などを活用した魅力ある暮らしの促進
2　働く場を生み出すまちづくり
　（1）工業団地などにおける市民の雇用拡大
　（2）異業種・異分野間のネットワークづくりによる交流・連携の支援
　（3）未利用地や幹線道路沿道などにおける開発誘導　
　（4）起業希望者に対する支援のしくみづくりや起業を意識した学習
　　　機会の提供
3　子育てしたくなるまちづくり
　（1）利便性の高い場所での保育機会の確保
　（2）子育てに係る経済的負担の軽減
　（3）地域での親や子どもたちの居場所づくりや子育て支援のしくみ
　　　づくり
　（4）児童・生徒の個性に応じた学力向上など生きる力を育む教育の
　　　推進 

戦略1　若い世代定住プロジェクト

白井市は
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1　「魅せる農」のまちづくり
　（1）多様な形態の農業経営と担い手の支援
　（2）農商工の連携による、農産物の高付加価値化やブランド化
　（3）駅周辺や地域における農産物の販売の場づくり
　（4）だれもが農業体験できるプログラムの実施や農に親しめる環
　　　境づくり
2　みどりが価値を生み出すまちづくり
　（1）地域での環境保全や創出の取り組みとしてのグラウンドワー
　　　クの推進
　（2）白井の自然環境の豊かさを知り育むための環境学習の推進
3　みどりがつながるまちづくり
　（1）自然とのふれあいや癒しの場としての里山の保全と活用
　（2）市民によるみどりのネットワークづくりに対する支援

戦略2　みどり活用プロジェクト

■プロジェクトの狙い■
　多くの市民が白井市の資
源と感じているみどりの環
境にさらに磨きをかけ、森
や河川、田畑など、多様な
みどりの魅力あふれるまち
づくりを進めます。
　地域の産業振興やにぎわ
いづくり、生きがいづくり
などの資源として農産物や
農地が活用される、魅力ある「農」を目指します。
　また、市民がみどりからの恵みを受けた暮らしを送る中で、白井
市のみどりの豊かさや価値に気づき、自らがみどりを守り、育てる
意識が芽生え、それが実践につながり、さらにみどりの質が高まっ
ていくという好循環が生まれることを目指します。

広がる水田
総合公園で遊ぶ親子
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1　都市拠点がにぎわうまちづくり
　（1）市役所・白井駅周辺や西白井駅周辺などでの地域特性に合わせた
　　　にぎわいづくり
　（2）工業団地への産業機能の集積に向けた環境整備

2　地域拠点がにぎわうまちづくり
　（1）小学校区を基本的な単位としたまちづくり協議会の設立の推進
　（2）市内の様々な場における世代に関係なく利用できる居場所や交流の
　　　場づくり
　（3）地域の人が地域の人のために身近な生活サービスを提供する地域拠
　　　点づくり
　（4）地域の人や団体を活かした生きがいづくりや健康づくりの場の充実

3　拠点がつながるまちづくり
　（1）コーディネーターの発掘・育成
　（2）都市拠点と各地域を結ぶ道路ネットワークの整備
　（3）利便性の良い交通ネットワークの確保

戦略3　拠点創造プロジェクト
■プロジェクトの狙い■
　広域的な拠点から身近な拠点まで、大小さまざまな拠点をつくり、
市民の力を活かしたにぎわいづくりや、市民が豊かに生活するため
の環境づくりを進めます。
　特に、高齢化が進む中にあって、身近な場所でさまざまなサービ
スを受けたり、地域の人たちと交流できたりする小さな拠点をつく
ることで、それぞれの地域特性を活かしたまちづくりを進めます。
　また、コーディネーターを活用して、地域と地域をつなげること
で、地域資源の相互活用を進めるほか、各拠点を道路や公共交通な
どのネットワークで結び、目的に応じて市内のさまざまな拠点に行
きやすくすることで、生活の便利さが高まり、市民活動が盛んにな
ることを目指します。

西白井駅前の「ときめきマルシェ」

育苗センターオープンに向け苗木の定植作業

第5次総合計画
平成28年度の主要事業

　第５次総合計画の３つの重点戦略で平
成28年度に実施する主な事業について、
戦略の柱に沿って、その予算額をお知ら
せします。

ゆとりある暮らしを支えるまち
づくり

近居推進事業
1,032万4千円

　若い世代と高齢者世代が互いに支え合い、
安心して暮らせる環境をつくるため市内に
居住する親世帯と同居または近居を目的と
した住宅の新築または購入および増築を行
い、転入した子育て世帯などに対して補助
金を交付します。

働く場を生み出すまちづくり
雇用・労働支援事業

385万8千円
　就業機会の確保、企業の雇用促進と労働
環境の整備を図るため無料職業紹介所での
職業相談や紹介事業のほか、就職マッチン
グイベントを実施します。

子育てしたくなるまちづくり
子ども医療費助成事業

　　　2億4,446万3千円
　子育て支援として、保護者の経済的負担
の軽減と子どもの保健対策の充実を図るた
め、医療費助成のうち通院・調剤について、
対象を中学生まで拡大します。

「魅せる農」のまちづくり
育苗センター事業
　　　　　　　　　326万円

　梨の安定的な生産と農業収入の確保に向
けて、老木化した梨木を改植しやすい環境
に整えるため、梨の苗木を共同育成し、大
苗になった段階で農業者に供給する育苗セ
ンター（梨業組合運営）に対して補助金を
交付します。

みどりが価値を生み出すまちづ
くり

環境学習推進事業
　　　　　　　10万４千円

　市の自然環境の豊かさを知り、育むため
市民団体との協働・連携により、環境フォー
ラム・環境学習講座を開催します。

みどりがつながるまちづくり
沿道みどりの推進事業

62万円
　みどりによる癒しの空間を広げるため、
市民団体などによる沿道での植栽活動に係
る草木などの購入費用について補助金を交
付します。

都市拠点がにぎわうまちづくり
工業団地アクセス道路整備事業　

　2,184万円
　工業団地における産業の活性化を図るた
め、工業団地およびその周辺から国道16号
線などの幹線道路へアクセスする道路整備
用地の買収および地質調査を実施します。

地域拠点がにぎわうまちづくり
介護予防自主グループ支援事業
（介護保険特別会計）

　　　　　　　　26万1千円
　高齢者が要介護状態になることを予防す
るため、介護予防活動を行う自主グループ
に対して必要な機材貸し出しなどを行って
活動を支援し、市民と協働して介護予防を
行います。

拠点がつながるまちづくり
市民参加・協働の人づくり事業
　　　　　　　　　　　20万円

　地域づくりを活性化するため、市民団体
や地域住民などをコーディネートする人材
を発掘するとともに、市民や市職員のコー
ディネート能力を育成するための講座など
を実施します。

戦略1
　若い世代定住プロジェクト

戦略2
　みどり活用プロジェクト

戦略3
　拠点創造プロジェクト

重点戦略以外の事業

庁舎整備事業
　　　24億2,937万6千円

※継続費事業（事業期間平成28 ～ 29年度
　継続費総額44億7,821万8千円）
　現庁舎の耐震性の不足および老朽化など
に対応するため、平成28年度は新築棟およ
び渡り廊下の建築工事、新築棟との接続の
ために必要となる保健福祉センターの一部
改修工事、現庁舎の一部および倉庫の解体
工事を実施します。

第1工業団地
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◆予算規模

区分 平成28年度
当初予算額

平成27年度
当初予算額 増減率

一般会計 201億65万円 168億8,503万円 19.0%

特
別
会
計

国民健康保険 72億8,306万円 70億8,554万円 2.8%

介護保険 35億1,547万円 32億7,893万円 7.2%

後期高齢者医療 5億6,472万円 4億8,129万円 17.3%

下水道事業 9億9,963万円 9億8,993万円 1.0%

学校給食共同調理場事業 5億6,817万円 5億5,246万円 2.8%

計 129億3,105万円 123億8,815万円 4.4%

水道事業会計 10億4,788万円 6億2,769万円 66.9%

全会計 340億7,958万円 299億87万円 14.0%
※端数四捨五入のため、合計と内訳は一致しません。

◆水道事業会計

区分 平成28年度
当初予算額

平成27年度
当初予算額 増減率

収益的
収入 4億8,457万円 4億8,602万円 ▲0.3%
支出 4億8,457万円 4億8,602万円 ▲0.3%

資本的
収入 5億3,757万円 1億1,765万円 356.9%
支出 5億6,331万円 1億4,167万円 297.6%

※「収益的」は営業に関する部分で、「資本的」は建設などに
関する部分を指します。資本的収入額が資本的支出額に対し不
足する額2,574万円は、留保資金から補てんします。

平成28年度当初予算案
～「ときめきとみどりあふれる快活都市」の実現のために～

◆市税の内訳
区分 平成28年度

当初予算額
平成27年度
当初予算額 増減率

市民税 44億1,074万円 43億5,340万円 1.3%
固定資産税 35億2,135万円 32億7,395万円 7.6%
軽自動車税 8,272万円 7,105万円 16.4%
市たばこ税 3億8,623万円 3億7,829万円 2.1%
都市計画税 5億4,504万円 5億1,515万円 5.8%
合計 89億4,608万円 85億9,184万円 4.1%

　平成28年度予算案を、一般会計と5つの特別会計および水道事業会計を合わせて総額340億7,958万円（前年度比14.0㌫増）
で編成し議会に上程しました。■問　財政課財政班　内線3332・7

市税：市民税・固定資産税など皆さんに納めていただく税金
市債：市が国や銀行から長期で借りる借入金
国庫支出金：国からの補助金など
県支出金：県からの補助金など
地方交付税：自治体間の財政力格差を是正するため国から交付
されるもの
地方消費税交付金：地方消費税の一定の割合が県から交付され
るもの
繰入金：市の貯金である基金を取り崩すもの
その他：諸収入、使用料、手数料、負担金など

民生費：高齢者や児童などの福祉にかかる費用
総務費：広報、企画、交通安全対策や市全体の事務にかかる費用
教育費：学校教育や社会教育などの教育にかかる費用
衛生費：健康診断やごみの処理などにかかる費用
公債費：借入金の元金や利息の返済金
土木費：道路、河川、公園の整備や維持管理などにかかる費用
消防費：消防や救急活動などにかかる費用
議会費：市議会の運営などにかかる費用
農林水産業費：農林水産業の振興のためなどにかかる費用
商工費：商工業の振興のためなどにかかる費用
その他：災害復旧費、予備費

歳出の用語解説

　平成28年度は第5次総合計画がスタートする年であり、市
の将来像である「ときめきとみどりあふれる快活都市」の
実現に向け、「若い世代定住プロジェクト」「みどり活用プ
ロジェクト」「拠点創造プロジェクト」の3つの重点戦略を
掲げ持続可能なまちづくりを進めていくための予算を編成
しました。
　一般会計予算案には3つの重点戦略に基づく事業の他に、
市役所新庁舎の建築や配水場の建設に係る水道事業に対す
る出資金などの経費を計上しました。総額は201億65万円で、
歳入・歳出の内訳は下表のとおりです。
※数値は万円未満を四捨五入しています。

　平成28年度の一般会計の算出予算を市民1人当たりに使うお金に換算すると318,204円となり、目的別の使い道は上表のとおりです。
　また、141,621円は市税で賄い残りの176,583円は国や県から補助金、借入、市の貯金（財政調整基金）の取り崩しなどによって運営します。
　※1月1日現在の人口63,169人で、一般会計歳入歳出全体額を割っています。

平成28年度一般会計予算額　201億65万円

歳入の用語解説
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表1　原動機付自転車、二輪車および小
型特殊自動車などの税額

車種区分 税額

原動機付
自転車

50cc以下 2,000円
50cc超90cc以下 2,000円
90cc超125cc以下 2,400円
ミニカー (三輪以
上50cc以下) 3,700円

小型特殊
自動車

農耕作業用 2,400円
その他 5,900円

ボートトレーラー 3,600円
軽二輪(125cc超250cc以下) 3,600円
二輪の小型自動車(250cc超) 6,000円

表2　三輪・四輪以上の軽自動車の税額

旧税額 新税額 重課税額 軽課税額
（新車登録が平成27年4月1日～28年3月31日）

車種区分
新車登録が平
成27年3月31
日以前

新車登録が平
成27年4月1日
以降

新車登録から
13年を経過し
た車※1

電気・天然ガス
自動車（平成21
年排出ガス10㌫
低減車）

乗用：平成32年
度燃費基準＋20
㌫達成車
貨物：平成27年
度燃費基準＋35
㌫達成車※2

乗用：平成32年度
燃費基準達成車
貨物：平成27年度
燃費基準＋15㌫
達成車※２

軽
自
動
車

三輪 3,100円 3,900円 4,600円 1,000円 2,000円 3,000円

四
輪

乗
用
営業用 5,500円 6,900円 8,200円 1,800円 3,500円 5,200円
自家用 7,200円 10,800円 12,900円 2,700円 5,400円 8,100円

貨
物
営業用 3,000円 3,800円 4,500円 1,000円 1,900円 2,900円
自家用 4,000円 5,000円 6,000円 1,300円 2,500円 3,800円

※1　電気、天然ガスの軽自動車は除く
※2　ガソリン車で平成17年排出ガス基準75㌫以上低減達成した車両に限る

　平成28年度から軽自動車税の税額が改正されます。
　これに伴い原動機付自転車、二輪車および小型特殊自動車などの税額
は表1、三輪・四輪以上の軽自動車の税額は表2のとおり変わります。
　新車登録（初度検査）が平成27年4月1日以降の車両については新税額、
新車登録から13年を経過した車両については電気自動車などを除き重課
税額の適用となります。
　新車登録が平成27年4月1日から28年3月31日までの車両のうち、一定の
環境性能を有するものについては、平成28年度分に限り燃費性能に応じ
た軽課税額が適用されます。
■問　課税課市民税班　内線3131 ～ 3

平成28年度から軽自動車税の税額が改正

も
し
も
に
備
え
て

〜
思
い
ど
お
り
の
葬
儀
を
す
る
た
め
に
〜

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
197

Q
　
夫
が
急
死
し
、
慌
て
て
葬
儀
社

に
葬
儀
を
頼
ん
だ
。
価
格
や
サ
ー
ビ

ス
内
容
を
よ
く
理
解
せ
ず
契
約
を
し

て
し
ま
っ
た
た
め
後
悔
す
る
こ
と
ば

か
り
だ
。
自
分
の
と
き
は
思
い
ど
お

り
の
葬
儀
を
行
い
た
い
が
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
に
留
意
し
た
ら
よ
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　（
70
歳
代
・
女
性
）

A
　
突
然
の
死
別
で
急
に
葬
儀
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
落
ち
着
い

て
考
え
る
余
裕
が
な
い
の
は
当
然
で

す
。
価
格
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
十

分
に
検
討
す
る
時
間
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
思
い
ど
お
り
の
葬
儀
を
す
る
に
は
、

前
も
っ
て
情
報
を
収
集
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
知
識
が
あ
る
と
希

望
を
伝
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
話
題
に
し
に
く
い
こ
と
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
葬
儀
を
希
望
す
る
の
か

家
族
で
話
し
合
っ
た
り
、
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
に
自
分
の
希
望
を
書
い

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
遺
族
の
心
情
な
ど
に
配
慮
が
行
き

届
い
た
葬
儀
社
を
選
ぶ
こ
と
や
事
前

相
談
窓
口
、
見
学
会
、
セ
ミ
ナ
ー
を

開
い
て
い
る
葬
儀
社
も
あ
る
の
で
、

自
分
の
目
で
確
認
す
る
の
も
選
択
肢

の
一
つ
で
す
。

　
葬
儀
に
は
一
般
葬
、
家
族
葬
、
一

日
葬
、
直
葬
な
ど
多
様
な
プ
ラ
ン
が

あ
る
の
で
必
ず
見
積
書
を
も
ら
い
、

内
容
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
料

理
や
返
礼
品
な
ど
は
人
数
に
よ
っ
て

費
用
が
変
わ
り
、
ひ
つ
ぎ
や
骨
つ
ぼ
、

生
花
な
ど
を
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る

と
費
用
が
加
算
さ
れ
る
の
で
複
数
の

葬
儀
社
か
ら
見
積
も
り
を
取
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
関
係

の
あ
る
人
に
知
ら
せ
る
た
め
の
連
絡

先
リ
ス
ト
や
、
あ
ら
か
じ
め
喪
主
を

決
め
て
お
く
、
遺
影
写
真
を
事
前
に

準
備
し
て
お
く
と
急
な
葬
儀
の
時
に

役
立
ち
ま
す
。

　
葬
儀
で
は
地
域
の
慣
習
が
関
係
す

る
こ
と
も
あ
る
の
で
事
前
に
調
べ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
困
っ
た
と
き
は
す

ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
内
線

3
2
9
4
（
月
〜
金
曜
日
　
午
前
10

時
〜
午
後
4
時
　
市
役
所
2
階
）

し
ろ
い
桜
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
す

　
市
商
工
会
（
青
年
部
・
女
性
部
）

で
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

や
地
域
住
民
の
交
流
、
地
域
経
済
を

活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
「
し
ろ
い
桜

ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
会
場
内
に
花
見
席
を
設
置
す
る
ほ

か
、
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
4
月
2
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

午
後
2
時
（
雨
天
の
場
合
は
3
日
㈰
）

場
所

　
市
役
所
駐
車
場

問
　
市
商
工
会
　
☎
（
4
9
2
）
0

7
2
1

　現在、西白井駅前第1駐輪場の原
動機付自転車の専用スペース23台
分は、定期利用登録者で満車の状況
です。
　そのため、4月1日から西白井駅前
第1駐輪場での原動機付自転車の一
時利用を中止します。
　現在一時利用を利用している人は
第2駐輪場の利用をお願いします。
※自転車の一時利用は引き続きでき
ます。
■問　市民安全課交通防犯班　内線
3322

4月1日から「原動機付自転車」
の一時利用を中止します
～西白井駅前第1駐輪場～

食
べ
物
に
も
っ
た
い
な
い
を
も
う
一
度

　
〜
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に

　
　
　
　
　
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
〜

　
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
食
品
が
あ
る
こ
と
を
皆

さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
の
原

因
の
1
つ
に
家
庭
や
飲
食
店
か
ら
出

る
食
べ
残
し
な
ど
の
「
食
品
ロ
ス
」

が
あ
り
ま
す
。

　
食
品
ロ
ス
と
は
食
べ
ら
れ
る
の
に

廃
棄
さ
れ
た
食
品
の
こ
と
で
、
国
内

で
は
年
間
約
5
0
0
〜
8
0
0
万
㌧

も
捨
て
ら
れ
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま

す
。食品

ロ
ス
を
な
く
す
方
法

【
買
い
物
で
は
】

•
残
っ
て
い
る
食
品
を
確
認
し
て
か

ら
買
い
物
に
行
き
、
使
い
切
る
こ
と

の
で
き
る
量
を
買
う

•
賞
味
期
限
と
消
費
期
限
の
意
味
を

正
し
く
理
解
し
て
買
い
物
を
す
る

【
料
理
で
は
】

•
食
べ
切
れ
る
量
を
調
理
し
作
り
過

ぎ
な
い

•
賞
味
期
限
を
過
ぎ
て
も
す
ぐ
に
廃

棄
せ
ず
食
べ
ら
れ
る
か
ど
う
か
判
断

す
る

【
食
事
で
は
】

•
外
食
で
は
食
べ
切
れ
る
量
を
注
文

す
る

•
食
べ
切
れ
な
い
料
理
は
保
存
し
て

早
め
に
食
べ
る

•
宴
会
で
は
予
約
時
に
、
好
み
の
食

べ
物
や
年
齢
層
を
伝
え
た
り
、
宴
会

終
了
前
に
「
食
べ
切
り
」
の
時
間
を

設
け
て
残
さ
ず
食
べ
ら
れ
る
よ
う
な

工
夫
を
す
る

23

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

よ
う

　
食
品
を
無
駄
に
し
な
い
「
食
べ
切

り
」
を
心
が
け
「
も
っ
た
い
な
い
」

と
思
う
気
持
ち
を
も
う
一
度
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
食
品
ロ
ス
に
関
心
を
持
つ
こ
と
や
、

買
い
物
や
調
理
方
法
を
工
夫
す
る
な

ど
「
食
品
ロ
ス
」
を
減
ら
す
た
め
に

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

せ
ん
か
。

　
生
ご
み
を
減
ら
し
て
、
み
ん
な
が

住
み
や
す
く
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
7

※
今
号
で
「
み
ん
な
で
協
力
！
ご
み

の
資
源
化
・
減
量
化
」
の
連
載
は
終

了
で
す
。
今
後
も
ご
み
の
資
源
化
・

減
量
化
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

4月1日からスプレー缶など
のごみの出し方が変わります

　4月1日から燃やさないごみとして出していた「スプレー缶」「カ
セットボンベ」「化粧品ビン」を資源物として分別収集します。
　ごみと資源を出すときの新しい分別について、皆さんの協力を
お願いします。

【スプレー缶・カセットボンベ】
　中のガスを使い切ってから、穴を
開けずに「透明な袋」に入れて出す
※燃やさないごみの袋と缶専用の袋
には入れられませんので注意してく
ださい。
【化粧品ビン】
　中身を使い切ってから、水洗いをして水を切り、集積所備え付
けの「ビン専用袋」に入れて出す

　布製のもので資源物として収集できるものは、衣類の革製品、
毛布、着物、カーテン、下着、靴下、袴

はかま

、帽子、襟巻きです。
　汚れているものや切れているものは、燃やすごみとして出して
ください。
■問　印西クリーンセンター　☎0476（46）2732

◆ごみの出し方

◆布製のもので資源物として収集できるもの

穴を開けずに透明な袋に入れましょう

資
源
回
収
運
動
を
始
め

ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
ご
み
の
資
源
化
や
減
量

化
の
意
識
向
上
を
図
る
た
め
、
子
ど

も
会
や
小
・
中
学
校
P
T
A
、
自
治

会
な
ど
5
人
以
上
で
構
成
し
、
営
利

を
目
的
と
し
な
い
団
体
が
実
施
す
る

資
源
回
収
運
動
に
奨
励
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　
新
た
に
活
動
し
た
い
団
体
は
直
接

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
5
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井
戸
水
の
水
質
検
査

　
市
で
は
、
毎
月
2
回
市
内
の
井
戸

水
の
水
質
検
査
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
検
査
は
民
間
検
査
機
関
が
行
い

ま
す
。

　
検
査
は
専
用
の
容
器
を
使
用
し
ま

す
の
で
、
必
ず
事
前
に
環
境
課
で
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
日
時

　
4
月
5
日
・
19
日
、

5
月
6
日
㈮
・
17
日
、
6
月
7
日
・

21
日
、
7
月
5
日
・
19
日
、
8
月
2
日
・

16
日
、
9
月
6
日
・
20
日
、
10
月
4
日
・

18
日
、
11
月
1
日
・
15
日
、
12
月
6

日
・
20
日
、
平
成
29
年
1
月
4
日
㈬
・

17
日
、
2
月
7
日
・
21
日
、
3
月
7

日
・
21
日
（
原
則
火
曜
日
）　
午
前

8
時
30
分
〜
正
午

検
査
内
容

　
一
般
細
菌
、
大
腸
菌
、

亜
硝
酸
態
窒
素
、
硝
酸
態
窒
素
お
よ

び
亜
硝
酸
態
窒
素
、
塩
化
物
イ
オ
ン
、

有
機
物
、
P
H
値
、
味
、
臭
気
、
色

度
、
濁
度
（
11
項
目
）

検
査
料
金

　
5
、
4
0
0
円

事業所内保育事業所「キッズアテンダ
ント保育園」が４月から開園します

白井市水道事業第３次中期経営計画
を策定しました

　市水道事業は公営企業として健全な事
業運営が求められ、「経営」の視点に立っ
た事業を展開する必要があります。
　当市の水道は、千葉ニュータウン地域
の県営水道とそれ以外の地域の市営水道
により行われています。
　市営水道の水道料金は、千葉県環境保
全条例に基づき地下水採取規制地域に指
定され自己水源（地下水）を所有してお

らず、印旛広域水道用水供給事業からの全面受水となっているこ
とから受水費が割高となっています。
　また、県営水道料金との格差是正などの観点から、県営水道並
みの料金水準に据え置いています。
　このことから、給水原価が供給単価を上回っており、県補助金
や市の一般会計からの繰入金により補てんしている状況です。
　今回、水道水の安定供給のための配水施設の整備、施設の将来
的な更新時期を踏まえた計画的な施設維持管理および経営の効率
化・健全化を図るなど、中期的な視点に立って取り組むための「白
井市水道事業第３次中期経営計画（平成28～32年度）」を策定しま
した。
　この計画では主な事業として、安定給水のため平成30年度稼動
を目指して配水場建設および配水管洗浄作業の実施や将来的な老
朽化に備え、配水管路更新計画を策定することとしています。
　今後、給水原価の上昇が見込まれることから経営の安定化を図
るため、更なる水道料金の徴収率向上や経費削減に努めるととも
に料金の見直しも検討することとしています。
　計画の詳細については、市役所1階情報公開コーナーおよび市
ホームページで確認できます。
■問　上下水道課業務班　内線3457・9

ひ
と
り
親
家
庭
に
「
柏

レ
イ
ソ
ル
観
戦
チ
ケ
ッ

ト
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
福
祉
事
業
の
向
上
に
寄
与
す
る
目

的
で
、柏
レ
イ
ソ
ル
選
手
会
か
ら「
柏

レ
イ
ソ
ル
対
F
C
東
京
」
の
観
戦
チ

ケ
ッ
ト
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
親
子
で
サ
ッ
カ
ー
観
戦
を
し
ま
せ

ん
か
。

試
合
日
時

　
4
月
10
日
㈰

　
午
後
7

時
〜

場
所

　
日
立
柏
サ
ッ
カ
ー
場
（
柏
市
）

対
象
　
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭

の
子
と
そ
の
保
護
者
　
12
席
（
申
し

込
み
順
）

※
子
ど
も
2
人
、
保
護
者
1
人
の
場

合
は
3
席
分
を
差
し
上
げ
ま
す
。

申
・
問

　
電
話
で
子
育
て
支
援
課
子

育
て
支
援
班

　
☎
（
4
9
7
）
3
4

8
7
へ

千
葉
県
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
「
卓
球
・
水
泳
・

陸
上
」
出
場
者
を
募
集

　
5
月
下
旬
か
ら
開
催
す
る
「
千
葉

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
の
卓
球
、

水
泳
、
陸
上
に
出
場
す
る
人
を
募
集

し
ま
す
。

　
大
会
は
障
が
い
の
種
別
や
程
度
に

よ
り
グ
ル
ー
プ
分
け
さ
れ
ま
す
の
で
、

大
会
に
参
加
す
る
の
が
初
め
て
と
い

う
人
で
も
気
軽
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

日
程

　
陸
上

　
5
月
22
日
㈰
、
水
泳

5
月
29
日
㈰
、
卓
球
　
6
月
12
日
㈰

※
集
合
時
間
は
障
が
い
の
程
度
や
競

技
種
目
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

場
所

　
卓
球
・
陸
上

　
千
葉
県
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
市
稲
毛

区
）、
水
泳
　
千
葉
県
国
際
総
合
水

泳
場
（
習
志
野
市
）

出
場
資
格

　
平
成
28
年
4
月
1
日
現

在
白
井
市
に
住
所
を
有
す
る
13
歳
以

上
の
人
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
お
よ

び
療
育
手
帳
の
所
持
者

※
競
技
種
目
に
よ
り
、
障
が
い
の
種

別
に
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

療
育
手
帳
の
所
持
者
で
水
泳
、
陸
上

に
参
加
す
る
人
は
参
加
標
準
記
録
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
3
月
18
日
㈮
ま
で
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
競
技
種
目
を
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
身
体
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
4
9
7
）

3
4
8
5
、

（
4
9
2
）
3
0
3

3
へ母

子
保
健
推
進
員
を
募

集
し
ま
す

　
母
子
保
健
推
進
員
は
、
白
井
市
で

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
お
宅
を
訪
問

（
お
め
で
と
う
訪
問
）
し
た
り
、
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
や
ベ
ビ
ー
サ
ロ
ン

「
い
っ
ぽ
い
っ
ぽ
」
な
ど
で
親
子
の

触
れ
合
い
の
大
切
さ
を
伝
え
る
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
母
子
保
健
に
関
心
が
あ
り
、
子
育

て
の
経
験
を
活
か
し
、
市
の
子
育
て

支
援
に
協
力
し
て
く
れ
る
人
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格

　
子
育
て
の
経
験
や
知
識

の
あ
る
人

募
集
地
区
・
人
数

　
南
山
中
学
校
区
・

1
人

任
期
　
委
嘱
日
か
ら
平
成
29
年
3
月

31
日
ま
で

※
活
動
日
数
は
年
間
40
日
程
度
（
主

に
平
日
の
昼
間
）
で
す
。

報
酬

　
年
間
3
0
、0
0
0
円
（
委

嘱
月
に
よ
り
異
な
る
）

活
動
内
容
　
乳
児
の
い
る
家
庭
へ
の

訪
問
活
動
、
乳
幼
児
健
診
で
の
計
測

介
助
、
ベ
ビ
ー
サ
ロ
ン
の
運
営
、
そ

の
他
研
修
な
ど

申
・
問

　
3
月
31
日
㈭
ま
で
に
所
定

の
用
紙
（
健
康
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
健
康

課
母
子
保
健
班

　
☎
（
4
9
7
）
3

4
9
5
へ

※
検
査
結
果
は
、
指
定
の
口
座
に
検

査
料
金
が
振
り
込
ま
れ
て
か
ら
検
査

機
関
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。

問
　
環
境
課
環
境
保
全
・
放
射
線
対

策
班

　
内
線
3
2
7
2
・
3

庁
舎
整
備
事
業

　
平
成
29
・
30
年
度
「
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

　
　「
文
化
セ
ン
タ
ー
」
の
利
用
に
つ
い
て

　

市
で
は
庁
舎
整
備
事
業
を
進
め
て

お
り
、
今
後
は
4
月
か
ら
新
築
棟
建

設
工
事
、
平
成
29
年
度
に
現
庁
舎
の

減
築
改
修
工
事
を
行
い
、
30
年
5
月

に
全
庁
が
開
庁
す
る
予
定
で
す
。

　
広
報
し
ろ
い
27
年
12
月
1
日
号
に

掲
載
し
た
と
お
り
、
現
庁
舎
の
改
修

工
事
期
間
中
は
現
庁
舎
の
建
物
は
使

用
で
き
な
く
な
り
、
新
築
棟
に
各
部

署
を
配
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
経
費
縮
減
を
図
る
た
め
仮
設
庁
舎

を
設
け
ず
一
部
の
部
署
な
ど
を
「
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
「
文
化
セ
ン
タ

ー
」
に
仮
移
転
す
る
た
め
、
下
表
の

施
設
が
利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

※
日
程
な
ど
の
詳
細
は
市
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

仮
移
転
の
期
間

　
平
成
29
年
5
月
〜

30
年
5
月
上
旬
（
予
定
）

※
仮
移
転
の
期
間
は
、
施
設
の
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
（
文
化
セ
ン
タ
ー
か

お
り
ホ
ー
ル
を
除
く
）。

か
お
り
ホ
ー
ル
の
利
用

に
つ
い
て

　
市
議
会
会
期
中
（
例
年
6
・
9
・

11
〜
12
・
2
〜
3
月
の
ほ
か
臨
時
会

（
不
定
期
））
は
、
議
場
と
し
て
使
用

す
る
た
め
貸
し
出
し
は
行
い
ま
せ
ん

が
、
会
期
以
外
の
土
・
日
曜
日
の
み

「
か
お
り
ホ
ー
ル
」
の
貸
し
出
し
は

行
い
ま
す
。
金
曜
日
に
つ
い
て
は
土
・

日
曜
日
の
準
備
を
す
る
場
合
に
限
り

貸
し
出
し
ま
す
。

※
平
成
29
年
4
月
29
日
㈷
〜
5
月
7

日
㈰
、
30
年
4
月
28
日
㈯
〜
5
月
6

日
㈰
は
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
引
っ
越
し
作
業
な
ど
の
遅
れ
に
よ

り
仮
移
転
の
期
間
が
延
長
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
文
化
会
館

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
管
財
契
約
課
庁
舎
建
設
準
備
室

内
線
3
3
4
1
・
2
、
文
化
会
館

☎
（
4
9
2
）
1
1
2
1

移転する部署等・仮移転先
移転する部署等 仮移転先
環境課 保健福祉

センター
研修室2

委託業者控室 会議室2
議場・委員会室

文化セン
ター

かおりホール
会議室 研修室1
議員控室
議会図書室 研修室2

議会事務局
正副議長室 2階事務室

ふるさとまつりで手遊びを紹介する母子
保健推進員

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
2
月
19
日
か
ら
26
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査
を
実

施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に
お
い

て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

検
査
品
目 

ト
マ
ト
、
ニ
ン
ジ
ン
、

レ
タ
ス
、
カ
ブ
、
お
ろ
ぬ
き
ダ
イ
コ

ン
、
ダ
イ
コ
ン

※
今
号
で
「
農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査
」
の
掲
載
は
終
了
し
ま
す
が
、

引
き
続
き
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

　4月から事業所内保育事業所「キッズアテンダント保
育園」が開園します。
　事業所内保育事業所とは、子ども・子育て支援制度
のもとに市が認可する地域型保育事業の一つです。保
育施設を設置した企業で働く従業員の子どもと地域で
保育を必要とする子どもに保育を提供します。面積基
準や保育士の配置基準など設備や運営に関する認可基
準に適合し、運営する事業所です。
　保育料や入園申し込みなどの詳細は問い合わせてく
ださい。
対象・定員　0～2歳・32人
所在地　リハモードヴィラ白井内　☎（497）1878
■申・■問　電話で保育課保育班　☎（497）3488へ
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二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
4
月
8
日
㈮
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
4
月
20
日
㈬
・
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間
　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象

　
市
内
在
住
で
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料

　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
2
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

4
月
1
日
か
ら
平
成
28

年
度
の
社
会
教
育
関
係

団
体
の
認
定
申
請
を
受

け
付
け
ま
す

　
地
域
社
会
を
円
滑
に
し
て
い
く
地

域
活
動
や
学
習
・
家
庭
教
育
を
支
援

し
て
い
く
活
動
、
青
少
年
を
対
象
と

し
た
支
援
活
動
、
地
域
住
民
を
対
象

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
、
社
会

教
育
活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
、
認

定
を
希
望
す
る
団
体
の
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
に
認
定
さ
れ
た
団
体

も
、
継
続
し
て
認
定
を
希
望
す
る
場

合
は
新
た
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

認
定
期
間

　
平
成
28
年
6
月
1
日
〜

平
成
29
年
5
月
31
日
（
1
年
間
）

認
定
の
要
件
　
次
の
と
お
り

●
社
会
教
育
事
業
を
計
画
的
か
つ
継

続
的
に
実
施
し
、
そ
の
事
業
の
成
果

が
十
分
に
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
る

●
役
員
を
選
出
し
て
い
る

●
自
己
財
源
を
有
し
、
団
体
の
運
営

を
確
実
に
行
っ
て
い
る

●
市
内
に
事
務
所
を
有
し
、
主
た
る

活
動
の
場
所
が
市
内
で
あ
る

●
社
会
奉
仕
な
ど
の
活
動
実
績
が
あ
る

※
そ
の
他
に
も
審
査
基
準
項
目
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
　
申
請
書
、
規
約
、
事
業
・
決
算

報
告
書
、
事
業
計
画
・
予
算
書
、
役

員
・
会
員
名
簿
、
社
会
奉
仕
な
ど
活

動
の
内
容
が
分
か
る
書
類
、
減
免
申

請
書
（
各
書
式
は
生
涯
学
習
課
、
各

セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

4
月
1
日
㈮
か
ら
25
日
㈪
ま
で
に
直

接
主
に
活
動
拠
点
と
し
て
い
る
セ
ン

タ
ー
へ

※
事
業
・
会
計
報
告
書
お
よ
び
事
業

計
画
・
予
算
書
は
、
各
団
体
の
総
会

に
お
い
て
承
認
を
得
た
も
の
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　
内

線
3
4
3
2
お
よ
び
各
セ
ン
タ
ー

➡

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

弓
道
教
室
参
加
者
募
集

　
高
校
生
以
上
の
初
心
者
を
対
象
に

し
た
弓
道
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
4
月
9
日
か
ら
6
月
18
日
ま

で
の
毎
週
土
曜
日
（
4
月
30
日
を
除

く
全
10
回
）　
午
後
1
時
30
分
〜
3

時
30
分

場
所

　
白
井
中
学
校
弓
道
場

対
象

　
市
内
在
住
･
在
勤
･
在
学
者

15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
1
、
5
0
0
円
（
保
険
代

ほ
か
）

申
　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

経
験
の
有
無
を
記
入
の
上
、
3
月
30

日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
か
直
接

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内

線
3
4
3
5
へ

問
　
白
井
弓
友
会
　
小
早
川
☎
0
9

0
（
9
9
6
8
）
6
3
7
0

市
民
水
泳
大
会
参
加
者

募
集

　
参
加
者
全
員
に
記
録
証
を
交
付
し
、

1
位
か
ら
3
位
ま
で
を
表
彰
し
ま
す
。

日
程
　
5
月
29
日
㈰

場
所

　
印
西
温
水
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

お
よ
び
近
隣
在
住
者
の
小
学
生
以
上

で
25
㍍
を
完
泳
で
き
る
人

部
門

　
小
・
中
学
生
の
部
、
一
般
の
部

種
目

　
自
由
形
、
バ
タ
フ
ラ
イ
、
平

泳
ぎ
、
背
泳
ぎ
、
個
人
メ
ド
レ
ー
、

各
種
リ
レ
ー

参
加
費
　
小
・
中
学
生
1
、
0
0
0

円
、
一
般
1
、
5
0
0
円

申
　
所
定
の
申
込
書
（
各
申
込
先
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
3
月
21
日
㈪
か
ら
4
月
17
日
㈰

ま
で
に
直
接
生
涯
学
習
課
か
金
田
ワ

ー
ル
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
船
橋
、

タ
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
千
葉
、
セ
ブ
ン
ス

イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
牧
の
里
、
朝
日
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
B
I
G
―
S
千
葉
N

T
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク

ク
ラ
ブ
千
葉
N
T
へ

問
　
白
井
市
水
泳
協
会
　
駒
野
☎

（
4
9
1
）
1
8
8
7

3月28日㈪の午後3時から31日㈭まで一時停止します

※受付時間は午前8時30分から午後5時15分までです。詳細は問い合わせてください。
■問　スポーツ施設　生涯学習課スポーツ振興班　内線3434 ～ 6、公民館など施設　生涯学習課社会教育班　内線3431 ～ 3

　インターネットを利用してスポーツ施設や公民館施設の予約ができる「ちば施設予約システム」はシステムの切り替えに伴い、4月1日㈮から
アドレスが変更になります。なお、利用者登録などの新たな手続きは必要ありません。

4月1日以降のアドレス
　https://www.cm1.eprs.jp/yoyaku-chiba/jw/view/user/homeIndex.html?communitycd=L8
システム停止期間
　3月28日㈪の午後3時から31日㈭まで
※データ移行を行うため、システムを一時停止します。システム停止中は、インターネット
を利用した施設予約はできません。公民館など施設を利用している人は利用施設での予約や
使用料の支払いができますが、スポーツ施設を利用している人は下表のとおり受付窓口を一
部制限しますので、ご注意ください。

システム停止期間中の予約および使用料の支払い窓口
システム停止期間中の受付窓口

利用施設 受付窓口

運動公園の施設 運動公園

運動公園以外の
スポーツ施設 生涯学習課

通常時
利用施設 受付窓口

運動公園の施設 運動公園

運動公園以外の
スポーツ施設

生涯学習課、運動公園、公民館
など施設（青少年女性センター
および老人福祉センターを除く）

スマートフォン（スマホ）と
携帯用QRコード（4月 1日以降）
▶
ス
マ
ホ

▶
携
帯

運動公園テニスコート

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

桜
台
の
境
界
変
更

　
印
西
市
に
武む

西ざ
い

と
い
う
地
名
が

あ
る
の
を
知
っ
て
い
る
人
は
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
実
は
武
西
は
白

井
市
に
も
あ
る
こ
と
を
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
町
村
や
字
の
境
界
は
江
戸
時

代
以
来
の
長
い
歴
史
の
中
で
決
定

さ
れ
、
そ
の
土
地
の
地
形
に
合
わ

せ
た
複
雑
な
も
の
と
な
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
。
し
か
し
、
新
た
に

区
画
を
整
理
し
街
を
開
く
際
に
は
、

そ
う
し
た
境
界
は
不
便
な
も
の
に

な
り
ま
す
。

　
昭
和
45
（
1
9
7
0
）
年
に
造

成
が
開
始
さ
れ
た
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
街
区
は
、
元
々
の
地
域
の

境
界
や
字
界
を
越
え
て
設
定
さ
れ

ま
し
た
。
例
え
ば
、
白
井
駅
周
辺

は
、
大
字
根
と
復
の
両
地
区
に
ま

た
が
っ
て
い
ま
す
。
笹
塚
3
丁
目

と
堀
込
3
丁
目
周
辺
、
池
の
上
2

丁
目
の
一
部
は
元
は
根
地
区
に
属

し
、
江
戸
時
代
で
は
白
井
木
戸
新

田
の
範
囲
で
し
た
。
一
方
、
笹
塚

1
・
2
丁
目
や
南
山
・
堀
込
1
・

2
丁
目
、
池
の
上
1
・
3
丁
目
な

ど
は
復
地
区
に
属
し
、
江
戸
時
代

ま
で
は
法
目
・
富
ケ
谷
・
富
ケ
沢

の
3
村
の
範
囲
に
分
か
れ
て
い
ま

し
た
。
現
在
住
ん
で
い
る
土
地
の

歴
史
を
知
る
に
は
、
元
々
の
地
名

が
何
で
あ
っ
た
か
を
知
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
桜
台
地
区
は
、
さ
ら
に
複
雑
で

す
。
現
在
の
白
井
市
と
印
西
市
の

境
界
は
明
瞭
に
分
か
れ
て
い
ま
す

が
、
元
々
は
谷
筋
に
沿
っ
て
複
雑

に
入
り
組
ん
だ
境
界
と
な
っ
て
い

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

ま
し
た
。
桜
台
地
区
の
範
囲
は
元

来
は
1
・
2
丁
目
が
白
井
町
谷
田

地
区
と
印
西
町
武
西
地
区
、
3
丁

目
が
白
井
町
十
余
一
地
区
と
印
西

町
武
西
地
区
、
桜
台
4
丁
目
が
谷

田
・
清
戸
両
地
区
に
ま
た
が
る
よ

う
な
形
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
桜
台
地
区
の

造
成
に
先
駆
け
て
、
昭
和
59
（
1

9
8
4
）
年
に
両
市
（
町
）
の
境

界
変
更
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
十
余
一
地
区
の
一

部
は
印
西
市
に
編
入
さ
れ
て
木

刈
・
小
倉
台
地
区
に
含
ま
れ
る
よ

う
に
な
り
、
印
西
市
武
西
地
区
の

一
部
は
白
井
市
に
編
入
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
桜
台
地
区
周

辺
の
印
西
市
と
の
境
界
が
直
線
的

な
の
は
そ
の
た
め
で
す
。
白
井
市

武
西
の
地
名
は
平
成
5
（
1
9
9

3
）
年
に
桜
台
の
地
区
名
が
設
定

さ
れ
た
際
に
大
半
が
消
え
ま
し
た

が
、
今
で
も
国
道
4
6
4
号
沿
い

に
字
名
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

現在 境界変更前
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　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
四
季
写
真
展

　
結
成
2
年
目
を
迎
え
た
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
写
真
ク
ラ
ブ
で
す
。
四
季
折
々

の
光
と
彩
り
を
会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
感

性
で
表
現
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
　
24
日
㈭
〜
29
日
㈫
　
午
前
10

時
〜
午
後
5
時
　
場
所
　
す
ず
き
ギ

ャ
ラ
リ
ー
彩さ

い
び美
（
白
井
木
戸
公
園
前
）

※
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

問
　
原
田
☎
（
4
9
1
）
3
8
3
6

◆
白
井
少
年
少
女
合
唱
団
定
期
演
奏
会

　「
私
た
ち
の
愛
唱
歌
」
を
は
じ
め
、

童
謡
、
わ
ら
べ
歌
な
ど
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

日
時
　
4
月
2
日
㈯
　
午
後
2
時
〜

（
開
場
　
午
後
1
時
30
分
）　
場
所

文
化
会
館
な
し
坊
ホ
ー
ル
　
入
場
料

無
料

問
　
秋
元
☎
0
8
0
（
1
2
7
0
）

8
3
8
5

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
大
正
琴
「
水
陽
会
」
会
員
募
集

　
き
れ
い
な
音
色
を
奏
で
る
大
正
琴

を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
貸
し
琴
も

あ
り
ま
す
。

日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
午
後
1
時
〜
3

時
　
場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

※
4
月
か
ら
の
新
グ
ル
ー
プ
の
た
め

の
無
料
体
験
講
習
を
3
月
24
日
㈭
の

午
後
1
時
か
ら
行
い
ま
す
。

問
　
内
海
☎
（
4
9
7
）
2
3
4
7

◆
「
混
声
合
唱
団 

虹
」
会
員
募
集

　
昭
和
の
歌
か
ら
新
し
い
歌
ま
で
、

毎
回
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
歌
の
好
き
な
人
や
男
性
、
女
性
、

年
齢
関
係
な
く
歓
迎
し
ま
す
。

日
時

　
毎
月
第
1
・
3
金
曜
日

　
午

前
10
時
〜
正
午

　
場
所

　
福
祉
セ
ン

タ
ー
　
講
師
　
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
　
新

保
真
理
子
さ
ん
　
月
会
費
　
2
、
0

0
0
円

問
　
髙
橋
☎
0
9
0
（
4
7
2
3
）

8
3
4
7

◆
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

①
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
参

加
者
募
集

日
時
　
4
月
3
日
か
ら
平
成
29
年
3

月
26
日
ま
で
の
毎
週
日
曜
日
　
午
前

7
時
30
分
〜
11
時

　
場
所

　
七
次
第

一
公
園

　
対
象

　
市
内
在
住
の
小
学

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

3
〜
6
年
生
　
入
会
金
　
1
、0
0

0
円

　
年
会
費

　
4
、2
0
0
円（
ス

ポ
ー
ツ
保
険
料
含
む
）

②
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
参
加

者
募
集

日
時
　
4
月
2
日
か
ら
平
成
29
年
3

月
25
日
ま
で
の
毎
週
土
曜
日

　
午
前

9
時
〜
11
時

　
場
所

　
七
次
第
一
公

園
　
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
初

心
者
　
年
会
費
　
5
、0
0
0
円（
ス

ポ
ー
ツ
保
険
料
は
別
途
）

申
・
問

　
電
話
で
①
は
鈴
木
☎
（
4

9
1
）
4
3
5
1
、②
は
岩
谷
☎
（
4

9
1
）
5
9
8
4
へ

◆
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

　

テ
ニ
ス
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
5
月
8
日
㈰
・
15
日
㈰
　
場

所
　
白
井
運
動
公
園
ほ
か

　
対
象

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
お
よ
び

市
テ
ニ
ス
連
盟
会
員

　
参
加
費

　
一

般
ペ
ア
1
組
2
、
5
0
0
円
、
一
般

と
市
テ
ニ
ス
連
盟
会
員
ペ
ア
1
組
2
、

2
5
0
円
、
市
テ
ニ
ス
連
盟
会
員
ペ

ア
1
組
2
、
0
0
0
円

※
悪
天
候
で
大
会
が
中
止
に
な
っ
て

も
参
加
費
の
返
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
　
市
テ
ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
申
込
書
に
記
入
の
上
、
3
月

19
日
㈯
か
ら
4
月
9
日
㈯
の
午
後
1

時
ま
で
に
直
接
ウ
エ
ス
ト
グ
リ
ー
ン

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
根
）
か
白
井
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
（
根
）
へ
（
郵
送
不
可
）

※
詳
細
は
市
テ
ニ
ス
連
盟
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
落
合
・ och

iai@
su
n
ray

-k
ou
k
i.com

◆
こ
こ
ろ
育
む
学
童
保
育
「
ラ
ト
ゥ

ー
ン
」
入
所
説
明
会

　
学
校
法
人
吉
岡
学
園
が
運
営
す
る

学
童
保
育
（
6
月
開
所
予
定
）
の
入

所
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
4
月
2
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

場
所

　
ま
ど
か
幼
稚
園

問
　
渡
邉
☎
（
4
9
1
）
9
8
8
1

コ  「今井の桜」を題材とした
写真・川柳を募集

～今井の桜保全プロジェクト・春の作品展～
　今井の桜にまつわる写真・川柳を募集し、5月に

「今井の桜 写真・川柳作品展」を開催します。
　また桜の開花時期に合わせて、今井1号橋付近で
着物モデルとの写真撮影会を行います。
写真・川柳募集期間　4月7日㈭～ 18日㈪（必着）
※作品は展示終了後に返却します。
撮影会日時　4月2日㈯　午前10時～午後1時
※自由参加で、雨天および開花状況により中止する
場合があります。また、当日のみ今井1号橋付近に
川柳投句箱を設置します。
■申・■問　写真はA4サイズのもの、川柳は任意の用
紙に住所、氏名、電話番号を記入の上、郵送か直接
白井コミュニティセンターへ

公  

必
ず
役
立
つ
介
護
に

つ
い
て
の
豆
知
識

　
介
護
福
祉
士
が
「
介
護
保
険
っ
て

何
？
」
か
ら
上
手
な
活
用
法
ま
で
、

詳
し
く
、
や
さ
し
く
、
分
か
り
や
す

く
伝
え
、
個
別
相
談
も
行
い
ま
す
。

日
時

　
25
日
㈮

　
午
後
3
時
〜
4
時

30
分

対
象
　
一
般
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
介
護
福
祉
士

　
小
林
文
恵
さ
ん

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
公
民

セ
ン
タ
ー
へ

西  

プ
レ
ヨ
ガ
教
室

　
4
月
か
ら
通
年
で
開
催
す
る
ヨ
ガ

教
室
体
験
会
で
す
（
保
育
あ
り
）。

日
時
　
31
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
一
般
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

参
加
費

　
5
0
0
円
（
資
料
代
）

申
　
26
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

趣
味
・
教
養
・
学
習

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
24
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

高

齢

者

西  

春
休
み
子
ど
も
映
画
会

　
春
休
み
に
み
ん
な
で
一
緒
に
映
画

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
、
自

由
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
程
　
30
日
㈬

時
間
・
内
容
　
①
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分
「
う
さ
ぎ
と
か
め
」
ほ
か

（
幼
児
向
け
）　
②
午
後
2
時
〜
3

時
30
分
「
バ
ン
ビ
」

対
象
　
幼
児
〜
小
学
生

子

育

て

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

初
め
て
の
絵
手
紙
講
習

　
固
形
絵
の
具
「
顔
彩
」
を
使
っ
て
、

野
菜
や
花
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
絵
を
描

き
ま
す
。
童
心
に
帰
り
、
絵
を
描
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
4
月
4
日
・
11
日
・
18
日
・

25
日
（
各
月
曜
日
・
全
4
回
）　
午

後
1
時
〜
3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

　
20

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
3
月
23
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

脳
い
き
い
き
ア
ー
ト

講
座

　
日
本
臨
床
美
術
協
会
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
ベ
ー
ス
に
、
毎
回
異
な
る
作
品

を
作
り
ま
す
。
絵
を
描
く
こ
と
が
苦

手
な
人
で
も
楽
し
め
る
内
容
で
す
。

日
時

　
4
月
8
日
㈮
か
ら
毎
月
第
2

金
曜
日
（
全
12
回
）　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
全
日
程
参
加
で
き
る
人

　
8

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師

　
日
本
臨
床
美
術
協
会
臨
床
美

術
士
　
進
藤
幸
枝
さ
ん
ほ
か

福  

コ
ッ
コ
広
場

　
地
域
の
プ
チ
起
業
家
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

【
コ
ッ
コ
広
場
・
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
】

日
時
・
内
容
・
定
員

　
4
月
8
日
㈮

①
午
前
10
時
〜
正
午
・
ト
ン
ボ
玉
を

使
っ
て
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
・
10
人

②
正
午
〜
午
後
2
時
・
ワ
ン
デ
ー
シ

ェ
フ
ラ
ン
チ
（
た
ら
こ
ス
パ
ゲ
テ
ィ
、

サ
ラ
ダ
ほ
か
）・
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
①
7
0
0
円

　
②
5
0
0

円
（
材
料
費
）

【
コ
ッ
コ
広
場
・
マ
ル
シ
ェ
】

　
ス
コ
ー
ン
や
野
菜
、
産
後
グ
ッ
ズ

販
売
や
魔
法
の
抱
っ
こ
ひ
も
「
ス
リ

ン
グ
」
の
使
い
方
無
料
講
習
会
、
ア

イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー
作
り
体
験
（
5

0
0
円
）
も
行
い
ま
す
。

日
時
　
4
月
9
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

午
後
2
時

申
　
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

参
加
費
　
1
回
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
3
月
29
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

シ
ニ
ア
向
け
ス
ポ
ー

ツ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

　
日
常
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
ス
ト

レ
ッ
チ
や
体
操
、
筋
ト
レ
、
音
楽
に

合
わ
せ
た
運
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
4
月
9
日
・
23
日
、
5
月
14

日
・
28
日
（
各
土
曜
日
・
全
4
回
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
30
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

講
師

　
パ
ー
ソ
ナ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー

大
塚
祐
司
さ
ん

持
ち
物
　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

申
　
3
月
29
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

※
幼
児
は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
白
井
シ
ニ
ア
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・

白
井
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ

ィ
ー

　「
林
静
誠
と
シ
ー
フ
レ
ン
ド
楽
団
」

に
よ
る
ビ
ッ
グ
生
バ
ン
ド
演
奏
付
き

の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
収
益
金
は
地
域
福
祉
や
青
少
年

育
成
支
援
活
動
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。

日
時
　
4
月
9
日
㈯
　
午
後
3
時
〜

5
時
30
分
　
場
所
　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
一
般
　
2

0
0
人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費

2
、0
0
0
円
（
軽
飲
食
代
を
含
む
）

申
・
問

　
電
話
で
事
務
局

　
菅
☎

（
4
9
1
）
8
3
5
4
へ

　元有名ホテルの料理人が教える簡単だけど、本格的なイタリアンを作り
ませんか。講座開始時間前に料理人が仕込みをしている姿を見学すること
もできます。
日程・メニュー　下表のとおり（全3回）
時間　午前10時30分～午後2時
対象　市内在住・在勤者　12人（申し込み順）
持ち物　エプロン、三角巾、マスク、手ふきタオル
参加費　3,000円（3回分の材料費）
■申　4月15日㈮までに電話か直接桜台センターへ
日程 メニュー

4月27日㈬ フォカッチャ、サルシッチャ（イタリア風ソーセージ）、アンチョ
ビドレッシングのサラダ（野菜のグリルのせ）

5月25日㈬ フォカッチャを使ったブルスケッタ、春キャベツとシラスのペ
ペロンチーノ、彩り野菜のバーニャカウダソース

6月29日㈬ じゃがいものニョッキ、鶏肉とそら豆のクリームソース、クレス
ペッレ（イタリアの郷土料理）、じゃがいもとハムのガレット

桜  食卓から元気を！
「簡単！おうちイタリアン」part1

2016.3.157
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8み ん な の ひ ろ ば

　昨年6月7日、映画『ちはやふる』の撮影
が桜台小学校の体育館で行われました。
　この映画は、ダイナミックな“競技かるた”
の魅力、等身大の高校生たちの熱き青春群
像を描いたもので、小学生時代の競技かる
た大会のシーンが桜台小学校の児童および
関係者が参加し撮影されました。
　家族でご覧ください。
公開予定日　上の句　3月19日㈯　下の句　
4月29日㈷　全国の映画館でロードショー

映画　「ちはやふる（主演：広瀬すず）」 
桜台小学校の子どもたちがエキストラとして参加

　昨年10月、東京都江戸川区を拠点
に活動している「なぎさ太鼓」の皆
さんから和太鼓4台を教育委員会に
寄贈していただきました。これは「な
ぎさ太鼓」に所属している笹塚在住
の井上一男さんから話をいただき、
実現したものです。
　市内小・中学校に募集をかけたと
ころ9校から応募があり、南山小学

校・池の上小学校・桜台中学校・七次台中学校の4校で活用することになりまし
た。学校では、音楽の授業や運動会などの学校行事で使用され、心に響く伝統
的な音を響かせています。和太鼓は高価でなかなか手に入らない物です。なぎ
さ太鼓の皆さん、立派な和太鼓の寄贈ありがとうございました。

天
　
一
連
の
藁
よ
り
抜
き
て
目
刺
し
焼
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
　
大
橋

　
茂

地
　
白
鳥
の
帰
郷
の
ま
近
ざ
わ
め
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
清
水
治
夫

人
　
風
呂
場
か
ら
妻
の
ハ
ミ
ン
グ
春
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
柳
沢

　
純

【
選
評
】　
天
　
目
刺
し
は
春
の
季
語
で
あ
る
。
一
本
の
藁
に
目
を

貫
ぬ
か
れ
た
姿
を
改
め
て
見
る
と
痛
々
し
い
。
目
よ
り
藁
を
抜
き

苦
し
み
を
取
り
去
っ
て
や
っ
た
か
に
思
え
る
が
、
そ
れ
を
焼
い
て

食
べ
る
。
悲
し
く
も
面
白
い
こ
れ
が
生
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

地
　
白
鳥
に
北
帰
の
時
が
迫
っ
て
き
た
。
長
い
過
酷
の
旅
を
前
に

鳥
た
ち
が
そ
わ
そ
わ
と
ざ
わ
め
い
て
い
る
。
人

　
な
ん
と
の
ど
か

な
明
る
い
感
じ
の
句
で
あ
ろ
う
か
、
ハ
ミ
ン
グ
が
大
変
に
利
い
て

い
る
。

機
上
よ
り
白
妙
の
富
士
神
在
わ
す
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
市
川
敦
代

山
深
く
信
濃
引
き
寄
す
龍
太
の
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
小
澤
喜
美
子

九つ

づ

ら
十
九
折
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
に
春
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山
　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

手
賀
沼
や
寒
禽
の
声
さ
ま
ざ
ま
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
下
堂
薗
慶
子

一
人
居
の
酔
ふ
て
候
冬
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
福
加
博
之

古
民
家
の
庭
片
隅
に
青
木
の
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
白
井

　
　
増
子
桂
子

水
ぬ
る
む
藻
の
下
陰
に
魚
走
る

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口

　
　
松
村
純
子

一
日
の
家
事
を
済
ま
せ
て
夫
と
わ
れ
血
圧
計
と

「
に
ら
め
っ
こ
」
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根

　
　
　
　
印
南
満
子

【
選
評
】　
一
日
の
終
わ
り
に
ご
夫
婦
で
血
圧
を
計
っ
て
い
ま
す
。

日
常
の
血
圧
を
知
っ
て
お
く
こ
と
は
大
切
で
す
。「
に
ら
め
っ
こ
」

が
い
い
。
夫
婦
仲
の
良
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
い
つ
ぱ
い
だ
よ
と
農
婦
言
ひ

畑
に
残
る
白
菜
呉
る
る

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
　
蝦
名
幸
子

広
報
紙
の
夫
を
詠
ん
で
る
短
歌
見
て

愛
し
て
い
る
の
ね
と
友
の
か
ら
か
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口
　
　
黒
添
水
無
月

冬
の
日
は
賑
や
か
好
き
の
我
れ
で
さ
え

心
が
沈
む
一
時
が
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
名
越
た
て
み

突
風
に
羽
毛
逆
立
つ
ヒ
ヨ
ド
リ
が

一
瞬
王
者
の
風
格
を
見
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
望
月
玲
子

「なぎさ太鼓」の皆さんが和太鼓4台を寄贈　
心に響く伝統的な音　学校で活用しています

南山小学校４年生が和太鼓を練習している様子

うっほさんとじねんじゃー

　

レ
ス
ト
ラ
ン
「
カ
フ
ェ

ブ
ラ
ン
」
を
立
ち
上
げ

　
私
は
カ
フ
ェ
ブ
ラ
ン
を
始
め
る

前
か
ら
ケ
ー
キ
教
室
を
開
催
し
て

い
た
ほ
か
、
保
健
所
の
許
可
を

取
っ
て
「
や
お
ぱ
ぁ
く
」
や
商
業

施
設
で
ケ
ー
キ
な
ど
を
少
し
ず
つ

販
売
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折

に
、
市
役
所
が
募
集
し
て
い
た
文

化
セ
ン
タ
ー
2
階
へ
の
出
店
に
関

心
が
な
い
か
、
知
り
合
い
か
ら
声

を
掛
け
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
と
り
あ
え
ず
現
地
を
見
て

関
心
が
湧
き
、
一
緒
に
や
っ
て
く

れ
る
仲
間
を
6
人
ほ
ど
集
め
、
数

野
菜
が
多
め
の
メ
ニ
ュ
ー
は
特
に

女
性
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
の
発
表
の
場

づ
く
り

　
カ
フ
ェ
ブ
ラ
ン
で
は
、
地
域
の

人
に
よ
る
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
雑
貨

販
売
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
で
も

こ
う
し
た
ス
ペ
ー
ス
は
あ
る
の
で

す
が
、
場
所
代
が
高
く
、
売
れ
な

い
と
損
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
当

店
は
売
れ
な
い
も
の
は
入
れ
替
え

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
場
所

代
は
取
っ
て
お
ら
ず
、
地
域
の
人

が
広
く
作
品
を
発
表
で
き
る
場
に

し
て
い
ま
す
。

　
い
ま
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、

こ
う
し
た
地
域
の
人
が
出
店
す
る

マ
ル
シ
ェ
で
す
。
昨
年
9
月
に
西

白
井
駅
前
で
開
催
さ
れ
た
「
と
き

い
た
の
は
良
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、

子
ど
も
も
小
学
校
高
学
年
で
手
が

か
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
そ

れ
ほ
ど
大
変
に
は
感
じ
ま
せ
ん
で

し
た
。

み
ん
な
の
「
つ
な
が

り
」
と
「
持
ち
寄
り
」

で
で
き
た
店

　
カ
フ
ェ
ブ
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、

み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
、
各

自
で
で
き
る
も
の
を
持
ち
寄
っ
て

決
め
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
ブ
ラ
ン
の

「
ブ
ラ
ン
」
は
フ
ラ
ン
ス
語
で

「
白
」
を
意
味
し
て
い
て
、
素
材

は
な
る
べ
く
地
元
の
も
の
を
使
う

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
野
菜
や
卵

は
、
知
り
合
い
の
地
元
農
家
さ
ん

か
ら
仕
入
れ
て
い
ま
す
。
人
気
の

「
梨
の
タ
レ
豚
丼
」
も
、
梨
農
家

で
パ
ー
ト
を
し
て
い
る
知
り
合
い

カ
月
で
開
業
し
ま
し
た
。

　
立
ち
上
げ
当
初
に
大
変
だ
っ
た

の
は
、
み
ん
な
が
慣
れ
る
ま
で
休

め
な
い
こ
と
で
し
た
。
た
だ
、
私

の
実
家
が
民
宿
を
営
ん
で
い
た
こ

と
や
私
自
身
の
仕
事
も
接
客
業
が

長
か
っ
た
の
で
、
接
客
に
慣
れ
て

の
主
婦
が
編
み
出
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

　
内
装
も
自
分
た
ち
で
考
え
、
知

り
合
い
や
友
人
と
協
力
し
自
分
た

ち
で
作
り
上
げ
ま
し
た
。
店
内
の

ペ
ン
キ
塗
り
は
P
T
A
の
お
父
さ

ん
た
ち
、
看
板
は
自
治
会
で
知
り

合
っ
た
人
に
作
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
市
役
所
7
階
の
カ
フ
ェ
ブ

ラ
ン
2
の
店
内
の
絵
は
、
友
人
の

友
人
が
「
大
き
い
と
こ
ろ
に
描
い

て
み
た
か
っ
た
」
と
わ
ざ
わ
ざ
群

馬
か
ら
来
て
描
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
カ
フ
ェ
ブ
ラ
ン
の
運
営
に
つ
い

て
は
、
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
を

心
が
け
て
い
ま
す
。
棚
や
皿
は
い

た
だ
き
物
で
、
キ
ッ
チ
ン
設
備
も

以
前
か
ら
あ
る
物
を
活
用
し
て
い

ま
す
。
料
理
も
知
恵
を
出
し
合
い
、

い
か
に
切
り
詰
め
つ
つ
品
数
を
増

や
せ
る
か
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
！
〜
輝
く
男
女
（
ひ
と
）
こ
こ
に
あ
り
〜
終

宮
崎
洋
子
さ
ん

カ
フ
ェ
ブ
ラ
ン
代
表

め
き
マ
ル
シ
ェ
」
に
参
加
し
、
か

な
り
の
手
ご
た
え
を
感
じ
ま
し
た
。

今
年
は
団
体
を
立
ち
上
げ
、
こ
う

し
た
マ
ル
シ
ェ
を
年
3
回
開
催
す

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
て
、
第
1

回
は
5
月
中
旬
の
開
催
を
考
え
て

い
ま
す
。
地
域
で
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

の
雑
貨
作
り
を
し
て
い
る
人
の
発

表
の
場
、
互
い
に
学
び
あ
っ
た
り

つ
な
が
っ
た
り
す
る
場
、
そ
の
先

に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
を
作
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画

室
　
内
線
3
3
5
5

笑顔がすてきな宮崎さん

※
今
回
で
「
ス
テ
ッ
プ
！
〜

輝
く
男
女
（
ひ
と
）
こ
こ
に

あ
り
〜
」
は
終
了
で
す
。

　

　
4
月
15
日
号
か
ら
は
「
民

生
児
童
委
員
の
広
報
室
」

と
「
戦
争
体
験
記
」
の
掲

載
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

熱い握手を交わす近藤さんとじねんじゃー

白熱したかるた大会のシーン

「JIMOT CM COMPETITION」千葉県代表に市民の
作品がノミネート　みんなで白井市を応援しよう！
　沖縄国際映画祭実行委員会主催の「島ぜん
ぶでおーきな祭－沖縄国際映画祭－」の一環
で、地元の魅力を伝えるCMを制作する「JIMOT 
CM COMPETITION」を実施しています。
　今年度は「住んでいるからこそ分かる あな
たの街の“魅力”」をテーマに募集を行い、千
葉県からは市内在住の大学生・近藤美聡さん
の「しろいの自然薯」を取り扱った作品がノ
ミネートされ、昨年12月に千葉県住みます芸
人・ゴールデンボーイズのうっほ菅原さんと
非公認キャラクター・じねんじゃーをキャス
トに市内の自然薯畑でCM撮影が行われました。
　近藤さんは「CMを見て“おもしろい市だな”
と感じてもらい、白井市特産の自然薯をぜひ
食べてもらいたい」と話してくれました。
　今後は、「しろいの自然薯」の魅力がつまっ
た30秒間のCMが3月中旬から4月上旬までホームページに公開され、WEB投票に
よる一般審査が行われます。全都道府県の中から上位に選出されると、4月21日
㈭から24日㈰まで開催される「島ぜんぶでおーきな祭－第8回沖縄国際映画祭－」
内のファイナルに進むことができ、グランプリ作品には地上波放送も与えられ
ます。WEB投票の日程が決まり次第、市ホームページでお知らせします。全国
に白井市を知ってもらえるよい機会ですので、皆さんの応援をお願いします。


